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十
三
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
に
お
け
る
封
建
的
土
地
所
有
〉
一
羊
毛
輸
出
貿
易
と
の
接
触
点
に
注
目
し
つ

つ
、
そ
こ
に
発
生
す
る
若
干
の
特
徴
的
な
事
象
の
検
討
を
通
じ
て
、
当
該
地
方
の
所
領
経
済
が
提
示
す
る
個
性
的
な
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対
応
的
動
向
』
に

つ
い
て
さ
さ
や
か
な
考
察
含
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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周
知
の
よ
う
に
、
十
二
世
紀
中
葉
、
あ
の

0

フ
ラ
ン
タ
ヂ
ェ
、
ネ
ッ
ト
王
朝
の
確
立
期
を
ほ
ぼ
々
の
一
契
機
と
し
て
、
北
栴
・
パ
ル
ト

海
沿
岸
諸
邦
、
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ド
、

カ
レ
イ
ル
」
基
点
と
す
る
北
フ
ラ
ン
ス
、
南
仏
ギ
ァ
ス
コ
ニ
イ
地
方
、
さ
ら
に
は
地
中
海
沿
岸
地
域
等

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国
際
的
分
業
園
の
一
環
そ
形
成
し
、
み
ず
か
ら
か
か
る
基
盤
に
た
つ
遠
隔

(
2
〉

?

ァ

イ

ト

地
問
貿
易
市
場
の
主
要
な
組
成
因
子
と
し
て
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
当
時
あ
の
カ
ロ
リ
シ
ガ
l
期
の
「
衰
退
の
時
代
」
が

々
と
と
も
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
辺
境
地
域
、
と
り
わ
け
地
中
海
貿
易
国
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
次
弟
に
克
服
さ
れ
、
漸
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠

隔
地
貿
易
の
「
好
況
期
」
(
出

R
E
S旦
ロ

D
W
E与
を
現
出
し
つ
つ
あ
っ

〈

3
)

ヌ
に
よ
っ
て
『
商
業
の
復
活
』
と
よ
ば
れ
、
ま
た
近
年
ド
ゥ
・
ル

1
ヴ
ァ
が
商
業
の
技
術
的
な
発
展
に
着
目
し
つ
つ
『
商
業
革
命
』
に
擬

〔

4
)

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
初
期
の
貿
易
市
場
の
一
翼
を
担
う
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
は
、
当
時
、
主
と
し
て
四
つ
の
ル

l
ト
を
と
っ
て

こ
の
貿
易
市
場
の
動
向
は
、

ふ
る
く
は
ア
ン
リ
・
ピ
レ
ン

遠
隔
地
市
場
に
接
触
し
つ
つ
素
材
の
転
換
を
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
一
の
そ
れ
は
カ
レ
イ
の
巳
田
町
田
に
通
じ
、
第
二
の
ル

l
ト
は
ネ

ー
デ
ル
ラ
ン
ド
・
フ
ラ
ン
ド
ル
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
者
は
、

当
時
「
織
布
工
と
縮
紙
工
の
国
」

と
さ
え
い
わ
れ
た
こ
の
地

方
の
先
進
的
な
毛
織
物
工
業
を
媒
介
環
と
し
て
、
さ
ら
に
遠
く
地
中
海
沿
岸
や
大
陸
の
市
場
に
到
る
広
汎
な
拡
が
り
を
も
つ
も
の
で
あ
っ

た
。
全
た
第
一
ニ
の
貿
易
ル
l
ト
と
し
て
は
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
諸
邦
・
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
結
ぶ
も
の
が
あ
り
、
最
後

(
5〉

に
南
欧
ギ
ャ
ス
「
一
ニ
イ
・
ス
ペ
イ
ン
を
経
由
し
て
地
中
海
貿
易
聞
に
宜
結
す
る
コ
i
ス
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
イ
ン

J

グ
ラ
ン
ド

に
穀
物
と
羊
毛
の
輸
出
貿
易
を
基
軸
と
し
て
、
着
実
な
価
格
騰
貴

1
i地
域
的
な
差
異
を

と
ぞ
の
周
辺
に
展
開
す
る
遠
隔
地
貿
易
は
、

含
む
と
は
い
え
そ
れ
同
体
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
規
模
を
と
る
貿
易
市
場
発
展
の
指
標
に
ほ
か
な
ら
な
い
i
ー
ー
を
伴
な
い
つ
つ
一
つ
の
「
好
況

〈

6
)

期
」
を
現
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
最
新
の
研
究
水
準
が
既
に
一
致
し
て
指
摘
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
と
ま



さ
し
く
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
あ
の
へ
ン
リ

l
二
世
に
よ
る
A
寸
巴

g
m
o
V
の
改
革
が
不
動
産
課
税
か
ら
取
引
高
課
税
へ
の
転
換
と
い

う
線
に
そ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
事
実
、
ま
た
ジ
ョ

1
ン
王
の
〈

E
2
0
0口付
y
v
の
一
設
立
に
よ
り
王
室
収
入
た
る
輸
出
入
関
税
が
旧
来
の
現

(
8〉

め
ら
ふ
た
事
実
等
が
み
ら
れ
、
事
態
の
重
要
性
を
表
示
し
て
い
る
。

物
形
態
か
ら
総
取
引
額
に
た
い
す
お
定
率
の
貨
幣
形
態

(
2
)

十
三
世
紀
当
時
の
ヨ

I
ロ
ブ
パ
貿
易
市
場
の
一
般
的
な
椛
造
に
つ
い
て
は
、
出

2
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h
F
ロ
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広
!
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・
に
挿
入
さ
れ
た
地
図
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烏
賊
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な
展
望
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与
え
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い
る
。
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十
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紀
当
時
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Y
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句
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回
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四
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品
目
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ddH
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5
2
0片
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山
口

u

z
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戸
司
0
2
2
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日
開
・
同

-HNrr〈包・
)
H
F目
。
白
白

σユ
品
問
。
開
口

O
B百
円
ロ
回
目
白

E
与
え
関
口
吋

O官
・
ぐ

C
H
-
p
g
s・
等
々
に
、
信
頼
す
べ
き
概

観
が
一
示
さ
れ
て
い
る
。

な
お
当
時
イ

γ
グ
ラ

γ
ド
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
い
陶
品
と
し
て
は
、
ブ
ラ

γ
ス
か
ら
は
大
育
会
宵
色
染
料
)
・
海
・
石
材
、
ま
た
ス
ペ
イ
ン
か
ら
良
質

の
キ
毛
・
皮
革
・
鉄
、
ネ
l
デ
ル
ラ
ソ
ド
か
ら
毛
織
物

-
P
シ
ネ
ル
・
鯨
等
が
、
ド
イ
ツ
か
ら
は
主
と
し
て
ハ
ン
ザ
商
人
に
よ
り
穀
物
・
木
材
が
、
グ

ェ
ネ
チ
ア
・
フ
ィ
レ

γ
ツ
ェ
の
商
人
に
よ
っ
て
東
方
の
呑
料
・
金
糸
織
等
の
「
審
修
品
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
搬
入
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
輸
入
商
品

の
う
ち
何
に
も
ま
し
て
重
要
な
歴
史
的
意
義
を
も
つ
も
の
は
、
当
時
の
史
料
が
「
ギ
ァ
ス
コ
ニ
イ
」
の
名
称
で
総
括
し
た
西
南
フ
ラ
ン
ス
(
厳
信
な

地
域
的
限
定
を
加
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
つ
ね
に
ボ
ル
ド
ウ

W
C
E
2
5円
を
含
む
地
域
)
か
ら
罰
さ
れ
る
ブ
ド
ウ
沼
で
あ
る

Q

こ
の
地
方
を
め
ぐ

る
英
・
仏
の
政
治
的
変
遷
に
つ
い
て
ま
た
十
四
世
紀
に
お
け
る
関
税
体
系
を
基
軸
と
す
る
王
権
の
市
場
到
制
の
一
慎
一
回
に
つ
い
て
、
こ
の
ブ
ド
ウ
酒
輸

入
貿
易
の
担
っ
た
役
割
は
大
き
い
(
走
し
あ
た
り
巴
わ
山
門

5
当
戸
田

o
p
↓Z
E
同
町
三
回
え
各
自
〉
官
同
印

E
Cロ
自
色

H
F
O
F
O印
印
え
の
山
田
口
。
ミ
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紀
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ソ
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤
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五
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5
町
田
口
問
ロ
田
町
当
日

E
P
E
0・
山
口
一
の
2
5

ヨ
-
g
p
o
p
ロロ・

2
さ
・
謡
お
よ
び
、

H4・
m山門間
2
ロ
グ
寸
Z
4
2口
四
斗
門
主
。

1
5

。gn
cロν
J
E
H

の
-
Cロヨ一口

(
o
p
y
司
古
同
国
円
。
山
口
広
吋
門
町
民
同
町
ロ
ロ
ι
2・出
ι若
山
門
己
圏
・

5
H∞
・
を
み
よ
)

Q

(

6

)

例
え
ば

H
U
0
2
5・
mU白日
σ・
関
口
C口
・
回
目
白
け
・
口
ゐ
MYH岳山ふ唱
En-
に
お
け
る
概
観
を
み
よ
。
ま
た
最
新
の
モ
ノ
グ
ラ
ブ
と
し
て
は
、
の
2
E

問。
-
z
c
h
F四
百
句
。
を
史
料
と
し
て
た
さ
れ
た
穀
物
価
格
に
関
す
る
り
・
「
閉
，
R
5
2・
ω
D
E
m
p
-
-
S
E
R
H
E己
Cロ
曲
目
口

K
F
口問。〈山口

開口問
Z
E一.開口
C口・回目印け・同
2
・
凶
ロ
ι
ω
O門戸
2
・
〈
OH・同
--Z0・
了
忌
目
白
・
が
か
か
る
傾
向
を
析
出
し
て
い
る
。

〈

7
)
n
u
・閉山円四
MMMH叩
出
血

O
P
H
W
C円
。
口
間
目
印
ロ
仏
叶
。
唱
ロ
リ
〉

mzn守
C同
d
円
σ白ロ

C
ユ
岡
山
口
曲
目
口
開
口
間
同
日
口
《
Y
H甲山
ω
・回以》・

H出品
川

lF]ミ
c
r

〈

8
)
2・
ω・
回
・
の
E
P
叶
Z
F
E可
開
口
色
町
田
げ
の
5
Z
B
ω
3
g旨

-sz・
3
・
F
C
F
3・
F
E
U
-
R
Y
$
1
2・
2
n・
他
方
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
く
商
品
も
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
錫
・
石
炭
・
金
属
製
品
・
皮
革
製
品
・
際
農
製
品
・
鶏
類
、
等
々
を
含
む
の
で

あ
る
が
、
と
り
わ
け
穀
物
と
羊
毛
、
そ
れ
に
後
期
に
お
け
る
毛
織
物
の
一
一
一
者
は
イ
ギ
リ
ス
中
世
史
の
う
え
に
拭
い
難
く
そ
の
足
跡
を
留
め
る
も
の
で

あ
る
。
こ
と
に
、
当
面
十
三
世
紀
に
お
け
る
貿
易
市
場
と
封
建
的
土
地
所
有
の
対
応
構
造
に
分
析
の
焦
点
が
お
か
れ
る
場
合
、
前
二
者
の
占
め
る
規

定
的
意
義
は
と
く
に
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
封
建
的
関
税
制
度
の
発
展
過
程
は
そ
れ
自
体
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
史
の
一
つ
の
某
木
問
題
と
し
て
注
視
さ
れ
る
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
検
討
を
加
え
る
は
ず
で
あ
る

Q

〔一一〕

さ
て
、

こ
の
よ
う
な
当
時
の
遠
隔
地
貿
易
の
動
向
に
応
じ
て
、
所
領
経
済
の
構
造
の
う
え
に
多
か
れ
少
か
れ
農
奴
制
パ
日
賦
役

判
例
〉
再
編
成
へ
の
気
運
が
打
出
さ
れ
た
こ
と
も
研
究
史
の
ひ
と
し
く
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
か
つ
て

M
・
M
-
ポ
ス
タ
ン

は
十
三
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
所
領
経
済
の
特
徴
的
な
動
向
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
と
ぐ
に
市
場
的
諸
条
件
に
照
し
つ
つ
、
次
の

よ
う
な
総
括
を
試
み
て
い
る
。

l
i

『
必
ず
じ
も
貨
幣
経
済
の
発
達
は
:
:
:
あ
の
偉
大
な
円
農
奴
U

解
放
へ
の
力
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
自
由
な
土
地
な
き
労
働
の
大
き
な

供
給
源
を
欠
き
自
由
な
国
家
の
法
律
的
・
政
治
的
保
護
を
も
た
な
い
場
合
に
は
、
市
場
の
発
展
は
:
:
:
賦
役
の
衰
退
に
結
果
す
る
の
と
同

じ
よ
う
に
、
ま
た
そ
の
増
大
に
も
蒼
帰
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
海
外
市
場
の
た
め
の
穀
物
生
産
、
が
最
も
急
激
に
増
大
し
た
と
き
に



東
ド
イ
ツ
に
お
い
て
賦
役
の
増
大
と
い
う
パ
ラ
ド
グ
ス
が
み
ら
れ
た
の
も
、

ま
た
、
中
世
を
通
じ
て
市
場
の
た
め
の
農
業
生
産
が
最
高
度

に
発
展
を
と
げ
た
時
期
に
、
ま
た
そ
う
し
た
地
方
で
、

(
9
)
 

ま
さ
し
く
そ
の
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
』

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
賦
役
の
増
徴
と
い
う
パ
一
フ
ド
グ
ス
が
存
在
す
る
の
も
、

ま
た
こ
の
ポ
ス
タ
ン
の
成
果
と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
あ
の
動
態
的
視
角
か
ら
す
る

E
・
A

態
論
宕
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
両
者
の
あ
る
意
味
で
劃
期
的
と
な
っ
た
研
究
に
立
脚
す
石
な
ら
ば
、
か
つ
て
「
最
盛
期
」
を
規
定
す
る

(
U
)
 

イ
ギ
リ
ス
封
建
的
土
地
所
有
の
普
遍
的
な
形
態
と
目
さ
れ
た
あ
の
十
三
世
紀
の
「
古
典
荘
園
」
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
見
解
も
自
ら
異
ら

コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
所
領
形

ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
地
域
的
に
み
た
場
合
、

い
わ
ゆ
る
「
マ
ノ
リ
ア
ル
」
な
構
成
を
示
す
「
古
典
型
」
所

領
の
存
在
が
検
出
で
き
る
範
囲
は
著
し
く
局
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
c

い
ま
、

H
L・
グ
レ
イ
出
ト

-chh
に
必

ら
い
、
ボ
ス
ト
ン
と
グ
ロ
ス
タ
l
h
q
結
ぶ
線
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
線
か
ら
東
南
に
あ
た
る
地
域
と
り
わ
け
サ
フ
ォ
ー
ク
、

ケ
ム
プ
リ

ッ
ヂ
、
ノ
!
サ
ム
ブ
ト
ン
に
お
い
て
僅
か
に
「
古
典
型
」
マ
ナ
ー
の
支
理
的
存
在
が
主
張
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
三
つ
の

州

45↓
け
め
た
東
部
九
つ
の
州
で
す
ら
、
あ
の
会
ロ
宮
山
田

5
8
2
吉
田
仲

E
2
Z
E
V
の
示
唆
す
る
眠
り
、
全
農
民
負
担
の
な
か
に
賦
役

の
占
め
て
い
た
割
合
は
僅
か
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

サ
リ
l
、
サ
シ
ッ
グ
ス
、

ハ
ム
プ
シ
ャ

l
、
グ
ロ
ス
タ
ー

シ
ャ
ー
を
含
め
た
南
部
八
州
で
は
、
賦
役
の
比
重
は
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
下
が
り
、
農
奴
身
分
の
発
展
が
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
ミ
ド
ラ
ン

ド
南
部
に
お
い
て
さ
え
も
た
か
だ
か
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
記
録
さ
れ
た
に
留
ま
る
。

こ
れ
に
た
い
し
、

わ
れ
わ
れ
の
ボ
ー
ダ
ー
・
ラ
イ
ン
か
ら
北
西
に
湖
る
に
と
も
な
い
、
賦
役
と
そ
の
一
物
的
日
客
体
的
条
件
た
る
い
わ
ゆ

る
「
マ
ノ
リ
ア
ル
・
エ
レ
メ
ン
ト
」
の
存
在
は
ま
す
ま
す
微
弱
と
な
り
、

た
と
え
ば
、

ヨ
ー
ク
シ
ャ

l
に
関
す
る
賦
役
の
比
率
は
僅
か
入
パ

1
セ
ン
ト
、

い
わ
ゆ
る
ノ

I
サ
ム
ブ
リ
ア
Z
。
丘
町
ロ
自
ず
吋
宮
一
ニ
州
で
一
回
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

と
れ
ら
の
北

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
五
三



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
五
回

フ

リ

1

V

ン

ト

部
諸
州
で
は
、
と
く
に
、
生
産
物
地
代
が
特
徴
的
な
存
在
を
一
示
し
、
貨
幣
地
代
(
自
由
保
有
地
代
を
含
む
)

い
で
、
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
強
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

の
約
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ

で
あ
る
、
が
、

こ
の
よ
う
に
賦
殺
の
・
し
た
が
っ
て
ま
た
「
古
典
型
」
マ
ナ
ー
の
存
在
範
囲
は
十
三
世
紀
に
お
い
て
実
は
著
し
く
限
定
さ
れ
て
い
た
の

(

M

)

 

そ
の
地
理
的
分
布
の
偏
向
は
イ
ギ
リ
ス
の
秀
れ
た
実
証
酌
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
と
も
に
次
の
よ
う
な
問
題
の
所
在
宏
指
示
し
て
く

る
。
す
な
わ
ち
、

マ
ナ
ー
の
「
古
典
学
説
」
の
た
め
に
そ
の
立
論
の
基
礎
を
与
え
た
十
三
世
紀
の
「
古
兵
型
」
の
封
建
的
土
地
所
有
は
、

当
時
イ
ギ
リ
ス
遠
隔
地
貿
易
の
有
数
な
拠
点
と
し
て
繁
栄
し
つ
つ
あ
っ
た
東
南
岸
諸
港
(
出
口
戸
切

C
E
o
p
F
M己
P
ω
。
ロ
笹
川
w
g
u
g
p

(
四
)

E
O
-
-お
よ
び
と
れ
ら
を
背
景
と
す
る
巨
大
市
場
に
最
も
緊
密
な
関
係
宏
保
ち
え
た
と
こ
ろ
の
、
あ
の
東
南
部
の
巨
大
所
領
に
お
け
る
賦

殺
体
制
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
「
交
換
価
値
の
生
産
」
を
基
本
的
な
課
題
と
す
る
農
奴
制
的
支
配
の
体
系
と
し
て
再
出
・
確
保
さ
れ
た

と
こ
ろ
の
賦
役
制
で
あ
る
、
と
。
ま
た
、

内
的
編
制
か
ら
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
巨
大
所
領
で
は
、

農
奴
賦
役
の
強
化
・
自
由
保
有
農
民
お
よ

び

A
8
2
R出
V
等
下
層
農
民
の
賦
役
制
へ
の
編
成
と

A
O℃
O
B
Hロ
V

へ
の
転
化
・
保
有
地
再
分
化
に
よ
る
賦
役
の
増
徴
・
そ
し
て
領
主

直
営
地
の
拡
大
と
集
結
と
い
っ
た
一
連
の
賦
役
制
的
諸
条
件
(
主
体
的
・
客
体
的
)
の
成
熟
過
程
が
ま
さ
に
特
徴
的
に
打
出
さ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
他
方
で
は
、
広
範
囲
に
分
散
し
て
い
る
直
営
マ
ナ
1
群
心
統
一
的
H
組
織
的
管
理
機
構
の
確
立
・
強
化
の
た
め
に
、
殊
に
直
営

地
生
産
物
の
流
通
機
構
の
維
持
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
た
農
奴
賦
役
の
一
形
態
た
る
「
運
搬
賦
役
」
守
山
門
円
宮
m
E
S
)
の
利
用
が
逸
す
ベ

ハ
日
目
〉

か
ら
ざ
る
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
直
接
生
産
者
た
る
農
民
は
原
則
と
し
て
流
通
過
程
か
ら
排
除
さ
れ
て
賦
役
制
の
も
と

に
固
定
さ
れ
、
そ
の
ゆ
え
に
時
間
的
・
空
間
的
に
必
要
労
働
か
ら
分
離
し
た
剰
余
労
働
の
対
象
化
形
態
だ
る
直
営
地
生
産
物
の
み
が
領
主

に
よ
り
独
占
的
H
強
力
的
に
市
場
に
投
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
、

A

出
口
口
仏
H
・
0島
知
C
H
Z
V
と
λ
H
ロ
ρ
巳
印
日
巴
。
ロ
印
宮

v
E
5
0
2
2
u
v
と
い
う
「
公
式
文
書
」
(
甘
口

E
r
g
s
E
)
の
統
計



的
な
検
討
の
成
果
と
し
て
、

コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
は
次
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
グ
な
概
観
を
導
い
て
い
る
。

『
こ
の
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
農
村
の
支
配
的
な
傾
向
は
貨
幣
地
代
の
発
展
で
あ
り
、
十
三
世
紀
に
は
既
に
封
建
地
代
の
主
要
な
形
態
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
賦
役
も
ぎ
た
残
存
し
所
に
よ
っ
て
は
発
展
し
さ
え
し
た
の
で
あ
る
。
農
民
経
済
に
お
け
る
〔
商
品
〉

交
換
の
発
展
は
、
そ
れ
が
直
接
地
方
市
場
に
貢
献
し
よ
う
と
仲
買
商
人
の
手
を
経
て
も
っ
と
遠
隔
の
市
場
に
資
そ
う
と
も
、
そ
れ
は
貨

幣
地
代
の
発
達
に
帰
結
す
る
。
他
方
、
領
主
経
済
に
お
け
る
交
換
の
発
達
は
賦
役
の
発
展
に
結
果
す
ら
心
で
あ
る
:
:
:
。
一
「
〉

(

9

)

冨
・
呂
・
】
VC田
S
F
寸
伊
刊
の
Y
E
S
-
0
2
1
0同
F
門戸市
V
9
5
ω
2
4日
ロ
刊
印
・
↓
E
ロ由但円昨日
Dロ
目
。
同
与
白
河
CV1hHH
目
印
件
。
江
口
曲
目

ω。。目立『・

ω
叩
吋
目
白
♂
〈
E
-
M
M
F
H
由
ω∞
・
早
稲
田
大
学
経
済
史
学
会
一
漏
「
英
吉
利
経
済
史
研
究
資
料
」
(
別
補
改
訂
版
)
ご

O
八
l
九
頁
。

(
日
)
寸
伊
四
国
民
口
品
同
町
一
円
同
問
。
回
目
印

D同
5
3
1
E
山田白

ωQZHn白
州
O吋
切
口
四
日
目
白
吋
H
K
F開
門
戸
門
戸
山
口
出
回
出
件
。
コ
J
H
w
n
c
p
回目印グ

HN04・
〈
OH
・
戸

H40・
r

g
出
引

ω
2
4日n
g
E広
言
。
SU1
同
2

Z

E
己戸叩

Hω
匹

。
g
-
Eミ
ー
・
肘
円
。
口
・
回
目
印
け
・
岡
山
由
JJ

〈
o
r
J
J
Z
0・
P
E∞
日
・
な
お
後

者
に
つ
い
て
は
、
大
塚
久
雄
教
授
に
よ
る
利
八
八
「
イ
ギ
リ
ス
荘
園
の
研
究
に
関
す
る
最
近
の
一
向
向
」
(
向
者
『
近
代
資
本
主
義
の
系
譜
』
)
そ
の
他

が
あ
り
、
ま
た
両
者
と
も
に
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
済
「
イ
ギ

F
ス
封
建
地
代
の
展
開
」
(
秦
玄
屯
訳
)
の
一
篇
と
し
て
上
梓
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
研
究

の
ほ
ぼ
全
容
に
近
い
も
の
が
近
年
英
訳
版
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
開
-kf
関

S
S
F存
ア
日
ロ
己
目
2
山口

5
0
k
r間
可

R
U
D
E印
件
。
弓
B
E
5
0

H
d
E丘町内
WHMけH
M
C
m
E
E
H
M可
-
m己
σ吋
河
・
司
-MH--gp
け同町刷出血目印広島同円。
B
河口臼田町山口

σ吋
戸
岡
山
田
口
HYH
中山町・

〈
日
〉
例
え
ば
吋
・

MMOHEn-内
田
口
円
四
吋
・

4司
・
富
山
王
山
口
(
子
出
山
田
g
ミ

0同
切
口
問
-
z
v
F虫
司

-
M
E
z
-
-
由
日
目
・
〈
CH-FHUU・
8
由
114・
に
み
ら
れ
る
メ
イ

ト
ラ
ン
ド
の
記
述
そ
の
他
を
み
よ
。

(
臼
)
出
-F-
の
H1mw一『・、吋
}HonoB]}同三日目い目。ロ

O同
ぐ
己
目
。
日
p
m
2
1
4山
口
四
回
目
白
開
口
ぬ
宮
ロ
a
-
)
白内
C
コω
w
z
n
w
H
)巾
mwHい
戸
何
回
関
・
回
目
印
け
-MNqFJ1CH
・

u
n
u
内H
U
P
Z
0・
。
同
寸
H・
5
民
・
グ
レ
イ
が
こ
の
論
稿
に
お
い
て
始
め
て
「
金
純
化
」
問
題
に
地
域
的
偏
差
の
観
点
を
導
入
し
、
研
究
史
の
新
段
階
の

た
め
に
有
力
な
素
地
を
提
供
し
た
こ
と
は
正
し
く
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
が
主
と
し
て
八
官
官
宮
山
氏
g
g
M呂田け

B
2
Z
B
V
か
ら
検
出
し
た

十
四
世
紀
の
事
態
は
、
十
一
二
世
紀
に
つ
い
て
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
が
試
み
た
概
観
と
ま
さ
し
く
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
金
納
化
は
世
俗
領
で
も
教
会
領
で
も
ほ
ぼ
同
様
な
仕
方
で
進
行
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら
グ
ロ
ス
タ
ー
に
か
け
て
引
い

h
F

け]ベ戸

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

五
五



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
五
六

た
線
の
北
H
西
に
存
存
す
る
地
域
で
は
、
賦
役
の
課
さ
れ
た
例
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
線
の
南
H
東
で
は
、
す
べ
て
の
州
で
賦
役

に
接
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
地
方
で
は
例
外
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
支
配
的
で
さ
え
あ
っ
た
。
』

(-zp-前
掲
「
資
料
」
一
二
六
頁
)

(
日
)
十
一
一
一
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
地
代
形
態
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
が
四
六

O
の
事
例
を
え
て
作
成
し
た
次
頁
の
表

ー
が
雄
弁
な
描
写
を
行
っ
て
い
る
(
品
目
立
0・
ω
E丘
2
E
5
0
〉
開
門
伊
同
日
開
出
回
目
印
5
3
1
0同
開
HMmtg仏・

HUH)-HU串|町)。

(
弘
)
ま
ず
、
こ
の
種
の
そ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
第
一
に
お
げ
ね
ば
な
ら
た
い
も
の
は
、
ェ
ド
ザ
l
ド
・
ミ
ラ

i
H
W
-
F
E
-
2
の
労
作
、
吋
Z
k
r
σ
σ
ミ

同
包
呂
田
何
回
O
M
E
n
o同
国
々
・
吉
町
H
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
賦
役
と
貨
幣
地
代
の
並
行
的
発
展
と
い
う
巨
大
教
会
所
領
内
の
矛
盾
的
様
相
の
描
写
に
お
い

て
、
ま
た
分
散
す
る
直
白
地
群
の
統
一
的
管
理
方
式
の
検
出
に
お
い
て
、
ミ
ラ
l
の
研
究
は
知
書
に
絶
し
た
成
呆
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

z・

2
白口出

c
p
吋
宮
田
国
ロ
O口
0
5な
わ

O
D《
凶
日
付
目
。
口
由
。
ロ
己
回
目
去
印
HHDHao片
岡
同
曲
目
印
3
1
〉ぴ
σ
3
1・
5
u∞
-
一
冨
・
足
。
吋
岡
山
Hr
回口
m
t
Z
H
H
F酔
ロ
含

O同件何回叩

〉
σcmu「

CH
切
。
口
・
呂
町
∞
-
一
回
・
可
-
H
P
Eロヴ
mHm-
吋
雪
印
2
0
n
r
〉
U
ぴ白山「・

5

E
一
司
・
。
・
国
・
。
国

JS口一巳
C
2・、
H，F
申
出
口
C口。
B
U
U
m
4
2
U
F
O
H
U
l

s
m
E
C同戸

Z
o民。
-
r
z
m
wロ
O
M
-
-
5
2
一
z
.
ω
.
H凶・

h
w

切
・
。
・
の

E
♂
叫
，

F
冊
目
白
O口
O富
山
口
恒
国
仏
印
c
己
巳
回
目
印
件
。
『
可

D同
出
口
出
口
m
-
u
v

〈
芭
担
問
白
・

5
U
2
0
2・
が
、
最
新
の
研
究
的
成
果
の
正
し
さ
を
立
証
す
べ
き
幾
多
の
局
面
を
提
示
し
て
い
る

Q

(
日
)
東
南
岸
諸
法
と
そ
れ
ら
に
直
結
す
る
巨
大
市
場
が
当
時
ど
れ
程
の
規
模
に
お
い
て
繁
栄
を
示
し
て
い
た
か
は
、
以
下
の
三
つ
の
統
計
表

(
E
・
E
-

w
n
・
)
か
ら
明
か
と
な
ろ
う
。

(
同
)
か
か
る
特
殊
な
諸
条
件
か
ら
規
定
さ
れ
る
「
古
典
荘
園
」
的
H

「
反
動
的
」
賦
役
制
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
岡
田
与
好
氏
が
示
唆

に
富
む
力
稿
を
公
表
さ
れ
た
が
、
氏
は
主
と
し
て
生
産
過
程
に
即
し
た
視
角
か
ら
総
括
的
な
展
望
を
猷
み
て
お
ら
れ
る
(
同
氏
「
イ
ギ
甘
ノ
ス
・
マ
ナ

i

崩
壊
の
基
本
的
特
質
1

1
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
形
成
の
歴
史
的
前
提

l
i」
東
大
社
会
科
学
研
究
所
『
社
会
科
学
研
究
』
第
五
巻
第
二
号
、
第

三
号
)
。
ま
た
、
そ
の
流
通
過
程
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
「
流
通
費
」
の
封
建
的
形
態
の
検
出
に
力
点
を
お
い
て
考
察
を
加
え
た
、
拙
稿
「
い
わ

ゆ
る
『
最
盛
期
』
に
み
る
イ
ギ
リ
ス
・
マ
ナ

l
の
流
通
機
構

l
i運
搬
賦
役
を
中
心
と
し
て
l
l
t」
(
立
大
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
九
巻
第
二
号
〉

が
あ
る
。
な
お
、
両
者
の
聞
に
は
段
階
規
定
に
関
し
若
干
の
差
異
が
あ
る
。
そ
の
他
、
大
塚
久
雄
著
「
欧
洲
経
済
史
」
の
当
該
箇
所
、
特
に
二
九

l
一一一

一
一
頁
に
問
題
点
の
簡
潔
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

(

汀

)

州

内

C∞
E
山
口
由
討
子
部
214目白血担
HM門同

ζ
D
D
m一可初出
H呂田
-
M
V
-
B



I. PERCENTAGE RATIO OF MONEY AND LABOUR RENT ACCORDING 
TO THE INQUISITIONS POST MORTElVI 

十
Money rent Money rent Estimate of Number 

Group and County (of e(I of labour rent of survεys 

世車E 

freehold) villein land) of villeins used 
Eastern Group. 

イ
Essex . . 32 31 37 61 

ン Suffolk . . . . 16 42 42 38 
グ Norfolk . . . . 27 41 32 21 
プ Cambridgeshire 45 15 40 8 
ン Hertfordshire 69* 31 9 
ド

. . 
tこ Huntingdonshire 12 88* 7 

お Northamptonshire .. 22 23 55 17 

け Middlesex . . 38 29 33 3 
る Lincolnshire . . 17 51 32 16 

Z毛F For The 28 33 39 175 Who]e Group: 

輸出 South Midlands: 
Bedfordshire . 41 42 17 9 

貿易 Buckinghamshire . 31 41 28 10 
と Berkshire . . 24 58 18 8 
.-c Oxfordshire. . . . 25 46 29 10 
の Warwi ckshire . . 23 54 22 9 
基盤 For The 

29 48 23 46 Whol Geroup: 
N orth Midlands 

Rutland . . . . 9 91* 4 
Leicestershire . . 13 87 8 
Nottinghamshire 23 77 10 
Derbyshire. . . 27 73 10 

For The 
18 82 32 Whole Group 

SOllthern Grollp: 
Surrey . . . . 27 52 21 6 
Sussex . . . . 34 38 28 11 
Hampshire. . . 22 53 25 17 
Dorset . . . . 15 65 20 11 
Wiltshire . . . 25 55 20 18 
Somersetshire . . 12 58 30 10 
Gloucestershire . . 8 62 30 11 
Devonshire . . 13 70 17 11 

For The 
19 57 24 107 Whole Grol1p: 

五 'Vestern Group 
七 Herefordshire 83* 17 5 . . 

Worcestershire . . 22 59 19 8 
Shropshire . . . 15 59 26 10 
Ch巴shir巴 . . . . 17 62 21 6 

For The 
18 61 21 29 羽TholeGroup 

Kent . . . . 94* 6 12 



1:1on~y ~r.~_r:t. Produce ~abour Surveys 
Freehold Villein rent Rent 

Nor七hernGroup: 十

Northumbria .. 9 生5 36 10 :35 三
Yorkshire .. .. 21 52 18 8 21 世
(Cheshire) . . 11 41 34 14 6 巧
*The figures halfway between columns indic昌tethat a single total :'/ 

only is available for money rent from free and villein holdings， or グ
that the money valuation of vilkin labour rent is included in tOt乱l ラ

villein rent. ン

お

け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の

量

][. Ranking B:>r・0はghsby Dlnegeld Aids under Henry 1 

Borough |山市副 Bor叩 gh 1 Ma巾

11 London 180 

2 1 Winchester 120 

31 Lincoln 80 

4! York 60 

51 Norwich 月
υ
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15 

15 

15 
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五
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(C. Stephenson， Op. cit. p.225) 
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十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
六

O

「ー¥

¥_j 

十
一
二
世
紀
当
時
A

℃ロ

E
目。

2
8
E
m
V
を
通
じ
て
全
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
視
野
か
ら
捉
え
ら
れ
た
封
建
地
代
の
支
配
的
な
形
態

は
、
通
説
と
は
異
な
り
少
く
と
も
量
的
に
は
貨
幣
地
代
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
貨
幣
地
代
の
地
理
的
な
分
布
状
況
に
は
辺
境
と
み
ら
れ
た
北

西
部
諸
州
へ
の
強
い
偏
向
性
が
あ
る
こ
と

l
iこ
れ
ら
の
こ
と
は
研
究
史
の
最
新
の
成
果
に
照
し
で
ほ
ぼ
異
論
な
く
承
認
で
き
る
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
じ
か
し
、
他
方
で
は
前
述
の
よ
う
に
か
か
る
一
般
的
趨
勢
に
抗
し
て
、
東
南
部
に
お
け
る
巨
大
所
領
を
基
盤
と
す
る
賦
役
制

の
復
活
・
強
化
が
ま
さ
に
反
動
的
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
σ
こ
の
『
封
建
的
反
動
』
(
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
〉
の
契
機
と
な
っ
た
も
の
は
当

該
所
領
の
周
辺
に
展
開
す
る
遠
隔
地
問
商
業
の
発
達
で
あ
り
、
そ
の
経
済
構
造
は
近
代
化
に
お
け
る
『
プ
ロ
シ
ャ
型
』
の
進
化
す
ら
想
起

さ
せ
る
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
貨
幣
地
代
の
主
要
な
立
地
と
さ
れ
る
北
西
部
の
事
情
も
な
お
検
討
を
要
す
る
幾
多
の
問
題
そ
提
示
す
る
。

一
般
に
北
西
部
諸
州

で
は
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
指
摘
す
る
よ
う
に
「
荘
園
的
要
素
」
(
目
。
ロ
。
ユ
巳
巳

O
B
O
Eろ
l
i領
主
直
営
地
と
農
奴
保
有
地

E
D仏

z

i
ロ
包
D
o
m
o
-
-
の
成
熟
が
徴
弱
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
し
ば
し
ば
初
発
か
ら
こ
れ
を
欠
除
す
る
よ
う
な
所
領
形
態
、
す
な
わ
ち

「
非
荘
園
的
所
領
」
(
口
。
D
i
E
O
D
。
江
巳

2
g
g〉
の
存
在
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
古
典
荘
園
」
型
か
ら
の
き

わ
だ
っ
て
大
き
な
偏
差
を
一
示
す
北
西
部
所
領
は
、
十
三
世
紀
当
時
、
い
ち
は
や
く
「
地
代
荘
園
」
(
問
。
D
Z
ロ
m
H
Z
D
a
o
円
円
印
。
甘
え
け
)
へ

ハ
リ
)

の
オ
リ
エ
シ
テ
ィ

l
ル
ン
グ
を
断
ち
難
く
明
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
所
領
構
造
の
特
殊
性
に
対
応
し
て
、
換
言
す
れ

ば
、
賦
役
制
が
一
貫
し
て
構
造
規
定
的
な
発
展
を
示
し
え
な
か
っ
た
社
会
的
・
歴
史
的
諸
条
件
に
応
じ
て
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
農
民
経
営

の
自
立
性
も
ま
た
相
対
的
に
高
く
、
そ
れ
が
貨
幣
地
代
の
優
位
と
い
う
事
実
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
あ
の
「
小
商
品
生
産
」
の
早
熟
的
な
展

開
に
帰
結
し
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
「
地
代
荘
園
」
的
構
造
の
優
越
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
に
お
け
る
封
建
的
土
地
所
有
の
場
合
に
も
、
東
南
部
所
領
に
劣

ら
ず
、
所
領
経
済
の
遠
隔
地
貿
易
と
の
接
触
は
こ
れ
ま
た
極
め
て
緊
密
な
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ニ
ュ

l
キ
ァ
ス
ル

Z04司
2
1
Z、



し
ハ
ル
出
己
目
、
ボ
ス
ト
ン
ロ

g
g
D、
リ
ン
F
U
己
ロ
と
い
っ
た
諸
港
を
基
軸
と
す
る
羊
毛
輸
出
貿
易
の
発
展
に
と
も
な
い
、
聖
俗
の
別
な

く
、
こ
の
地
方
の
所
領
は
そ
の
生
産
的
基
礎
と
し
て
逸
す
ベ
か
乞
ざ
る
重
要
な
志
義
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
こ
と
は
、
あ
の
り
チ
ャ

ー
ド
一
世
の
虜
囚
と
約
一

0
0、
0
0
0跨
に
の
ぼ
る
ぞ
れ
へ
の
「
身
代
金
」

(Eロ
8
5〉

も
な
匂
あ
る
程
度
ま
で
周
知
の
と
こ
ろ
と
い
え
よ
う
。

徴
達
を
め
ぐ
る
一
連
の
事
実
を
引
く
ま
で

い
う
ま
で
も
な
く
、

か
か
る
事
態
も
ま
た
ひ
と
つ
の
『
領
主
経
済
に
お
け
る
交
換
の
発
展
』
(
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
)
に
ほ
か
な
ら
な
い

の
で
あ
る
が
、
当
面
の
所
領
に
お
け
る
「
地
代
荘
園
的
」
H
「
非
荘
園
的
」
パ
タ
ー
ン
の
埼
内
で
、
そ
れ
は
い
か
な
る
形
態
の
流
通
機
構
を

構
成
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
件
当
該
地
方
に
お
付
る
農
民
経
済
の
う
え
に
、
と
り
わ
け
そ
の
「
小
商
品
生
産
」
と
し
て
の
展

ま
↑
ん
ど
の
よ
う
な
帰
結
を
斎
ら
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
c

山
東
雨
部
所
領
の
あ
の
賦

役
制
の
反
動
的
な
興
隆
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
適
確
な
把
握
を
鋭
く
要
請
し
て
い

開
過
程
の
う
え
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
、

以
上
、

わ
れ
わ
れ
は
右
の
よ
う
な
分
析
視
角
か
ら
、
対
象
を
ヨ
l
グ
シ
ャ
l
め
幾
つ
か
の
所
領
に
限
定
し
つ
つ
、
そ
の
独
自
た
羊
毛
商

品
化
過
程
の
実
態
を
究
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

わ
れ
わ
れ
の
出
面
す
る
研
究
上
の
制
約
は
は
な
だ
し
く
、
東
南

部
所
領
へ
の
そ
れ
に
比
す
べ
き
一
部
の
そ
ノ
グ
ラ
フ
す
ら
見
い
だ
し
難
い
実
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た
狭
踏
な
研
究
的
条
件
を
反
映
し
て
、

本
小
論
で
取
わ
れ
る
論
点
も
も
っ
ぱ
ら
流
通
過
程
に
の
み
集
中
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(
国
)
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
北
西
部
、
東
南
部
両
地
域
の
異
質
性
に
関
し
、
こ
れ
を
所
領
構
造
の
み
で
な
く
定
住
様
式
や
耕
地
形
態
を
も
そ
れ
に
対
応
さ

せ
て
理
解
し
上
う
と
す
る
試
み
が
我
が
闘
の
研
究
者
の
同
に
み
い
だ
さ
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
問
中
裕
氏
の
力
需
「
中
位
農
業
の
諸
類
引
?
と
そ

の
展
開
構
造
!
l
主
と
し
て
一
一
一
一
壮
紀
及
び
一
四
世
紀
前
半
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
て
1
i」
(
「
社
会
経
済
史
学
」
第
二
二
巻
第
四
号
、
第

五
・
六
号
所
以
)
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
田
中
氏
の
対
照
的
理
解
は
両
地
域
の
村
落
形
態
の
型
の
検
出
を
基
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
『
草
剤

落
型
共
同
体
』
を
東
南
部
の
、
そ
し
て
『
散
民
型
』
共
同
体
を
北
西
部
の
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
村
落
形
態
と
し
て
措
定
し
、
そ
れ
に
立
脚
し
て
次

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
γ
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
茎
盤

一六



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
六

の
よ
う
な
展
望
が
翠
か
れ
て
い
る
。
円
こ
の
共
同
体
類
型
こ
そ
、
荘
園
経
済
の
動
向
に
、
種
々
の
志
向
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
前
者
が
容
易

に
「
封
建
的
反
動
」
に
帰
結
す
る
に
対
し
、
後
者
は
い
ち
早
く
解
放
的
な
「
地
代
荘
園
制
」
の
動
向
を
辿
り
た
。
而
し
て
中
世
商
業
は
、
前
者
を
基
盤

と
す
る
大
寝
閣
を
基
軸
と
し
て
展
開
し
、
こ
れ
が
中
世
遠
隔
地
貿
易
の
繁
栄
を
招
来
し
た
。
そ
の
限
り
、
後
者
を
基
礎
と
す
る
荘
園
は
、
寧
ろ
脇
役

的
存
布
で
あ
っ
た
。
』
そ
し
て
医
大
荘
園
の
危
機
の
深
刻
化
す
る
こ
出
世
紀
の
後
半
以
来
そ
の
比
重
一
は
逆
転
し
、
後
者
は
「
自
由
村
落
」
と
し
て
再
編

成
さ
れ
、
『
「
小
資
本
」
と
「
局
地
的
市
場
」
が
展
開
す
る
。
』
(
見
積
〔
続
〕
四
三
頁
)

と
の
田
中
氏
の
カ
稿
に
た
い
す
る
筆
者
の
漬
極
的
な
所
見
の
開
陳
ぽ
他
の
機
会
に
譲
り
た
い
が
、
耕
地
形
態
と
そ
れ
に
照
応
す
る
村
落
構
造
の
理

解
に
つ
い
て
は
若
干
の
田
異
論
が
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
類
担
的
担
握
と
そ
の
地
理
的
分
布
と
に
関
し
て
は
田
中
氏
も
一
部
引
用
さ
れ
た
H
-

L

・
グ
レ
イ
の
古
典
的
研
究
開
口
聞
に
日
何
回
目
。

E
ω
3
g
g印
(
S
H
∞
)
が
あ
る
が
、
グ
レ
イ
の
検
出
し
た
「
緊
落
型
」
村
落
の
分
布
は
コ
ス
ミ

γ
ス

キ
l
の
「
古
典
型
し
所
領
の
そ
れ
と
は
明
か
に
合
致
し
な
い
。
例
え
ば
「
封
建
的
反
動
」
の
強
力
な
イ
ー
ス
ト
・
ア
ソ
グ
リ
ア
は
ミ
ド
ラ
ソ
ド
型
の

領
域
外
で
あ
り
、
逆
に
ヨ

I
グ
γ
ャ

1
の
イ
ー
ス
ト
・
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
の
平
野
地
帯
は
そ
の
地
域
に
含
ま
れ
て
く
る
。
ま
た
、
中
世
家
族
と
そ
の
相

続
慣
行
の
問
題
を
と
り
あ
げ
た

G
・
c
・
ホ
!
?
ン
ズ
の

g円
問
。
。
・
出

O
B胆
口
田
の
一
連
の
社
会
学
的
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、
長
子
ま
た
は
末
子

に
よ
る
「
分
割
不
能
相
続
」
公

B
官
三

g
z
z
v
o円
zgnm〉
の
支
配
的
な
地
域
は
グ
レ
イ
の
「
ミ
ド
ラ
ソ
ド
・
シ
ス
テ
ム
」
の
地
域
と
符
合
し
、

「
分
割
相
続
」
ば
東
南
部
の
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
地
方
等
三
園
制
農
波
を
欠
い
て
い
る
地
方
に
行
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
田
中
氏
の
所

説
と
大
き
く
背
離
し
て
い
る
。
の
・
。
・
国
c
g
g
y
H
ι
R
Z
σ
Z
F
F
O吋
広
田
口
由
。
。
同
ヨ
ニ
担
問

2
.田
国
0
5山
口
四
日
・
関
口
Oロ
・
出
山
由
?
問
。
4
・
ぐ

org-

Z
0・
H
-
H由
叫

4

・w
関口
E
H
ω
O口目。
HO虫
、
。
同
玄
白
品
目
叩
〈
色
刷
ロ
m
Eロ
日
司
伊
田
仲
h
r
M
M

円。由叩ロゲ

Z
0・串

LSω
・丸山け

Z-w
何
ロ
四
日
山
田
ゲ
ぐ
口
山
田
町
四
2
・由。同

H
F
叩

z
s
c
g
Z与
・

5
己

2
℃
・
図
。
ow
同

F
H
ζ
g
J
な
お
、
鵜
川
馨
「
中
世
家
族
に
つ
い
て
の
史
的
研
究
の
一
動
向
」
(
「
立
教
経
済
学
研
究
」

第
十
一
一
号
第
二
号
所
収
)
に
そ
の
一
部
が
紹
介
の
機
会
を
え
て
い
る
。
田
中
氏
か
ら
は
そ
の
尽
に
関
す
る
説
得
的
な
説
明
を
え
た
い
と
い
う
感
想
を

も
つ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
論
点
は
恐
ら
く
農
民
の
生
産
力
的
自
立
慌
が
直
ち
に
封
建
的
諸
規
制
か
ら
の
白
定
性
を
意
味
す
る
か
と
い
う
問
題
を
含
む

で
あ
ろ
う
。
な
お
当
面
の
段
階
で
北
西
部
所
領
と
遠
隔
地
貿
易
と
の
関
係
を
ネ
グ
リ
ヂ
プ
ル
な
も
の
と
し
て
捨
象
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
恐
ら

く
何
か
の
誤
解
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
日
ゾ
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
は
「
非
荘
間
的
所
領
」
を
封
建
的
土
地
所
有
の
未
戎
熟
な
形
態
と
し
て
捉
え
、
「
古
典
荘
園
」
か
ら
の
偏
差
に
の
み
注
目
し
て

い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
は
、
こ
れ
を
「
古
典
型
」
に
対
立
す
る
所
領
類
型
と
み
な
す
見
地
は
直
接
導
か
れ
な
い
。
「
地
代
荘
園
」



の
構
造
と
「
自
営
農
民
」
の
成
立
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
の
・

4
0
口
凶
巳
0
4
『
・
。

2
吾
-
r
F
g
a
t
仏
2
g
n
F
S
F
S且
j
d

ユ
ユ
田
口
町
田
町
け

品
目
印
冨
山
口
曲
目
白

-
g
E
E
5
2口
の
円

S
E
E
m
s
-
巴
笥
・
高
橋
幸
八
郎
「
市
民
革
命
の
構
造
」
第
一
篇
第
二
節
等
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
他
、
前
掲
拙
稿
の
第
二
節
を
み
よ
。

(
却
)
こ
の
点
と
く
に
高
橋
氏
の
前
掲
著
お
よ
び
「
封
建
制
か
ら
資
本
制
へ
の
移
行
」
(
一
橋
大
学
「
経
済
研
究
」
第
二
巻
第
二
号
所
収
)
参
照
。

(
幻
)
こ
の
と
き
、
王
妃
と
同
ロ
注
目
口

Z
2
と
は
、
一
一
九
四
|
六
年
の
各
、
、
、
グ
ル
マ
ス
に
イ

γ
グ
ラ
ソ
ド
各
地
か
ら
シ
ェ

F
ブ
を
通
し
て
毎
年
約
一

三
、
七
五

O
鶴
を
国
王
の
身
代
金
に
充
当
す
る
目
的
で
徴
収
し
て
い
る
が
、
そ
の
イ
ソ
グ
ラ
ン
ド
内
の
財
源
と
し
て
聖
俗
各
人
の
収
入
と
動
産
の
四

分
の
一
の
み
で
な
く
シ
ト
i
教
団
そ
の
他
の
修
道
院
の
羊
毛
が
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
戸
同
・
当

E
言、四

F

国
H
M
m

明日戸田町

冨

O
B加
古
ユ

2

8弘
司
白
色
叶

E
含

古

s
o
z
s
c
g
Zミ
・
」
可
ぽ
H
H
由

-
v
v
z
n
E
5
2吋
仏
芯

ω
O
N
E
-
E仏
当
日
同
仲
田
口
耐
え

Zl

m
o田口同岡山口一『付。・国島・同・

H

申{〕由・

ωω
・
ゲ
日
・

(
盟
)
近
年
本
邦
の
学
界
の
一
部
に
、
十
三
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
の
発
展
が
マ
ナ
l
体
制
の
解
体
H
貨
幣
地
代
の
成
立
の

た
め
に
極
め
て
推
進
的
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
を
強
調
し
、
そ
れ
を
北
西
部
の
事
態
を
ふ
ま
え
て
論
証
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
存
在
す
る
。
そ
れ

ぞ
れ
デ
ィ
テ
イ
ル
に
お
い
て
異
な
る
と
は
い
え
、
保
坂
栄
一
氏
の
論
稿
「
中
世
イ
ギ
ヨ
ス
牧
羊
業
の
展
開
」
(
青
山
学
院
女
子
短
大
「
紀
要
」
第

八
輯
)
と
と
も
に
白
杉
庄
一
郎
氏
の
諸
著
作
、
と
く
に
「
資
本
主
義
成
立
史
の
原
型
」
〈
一
)
が
右
の
よ
う
な
所
説
を
展
開
し
て
い
る
。
自
杉
氏
の

所
説
に
つ
い
て
は
既
に
旧
稿
に
お
い
て
批
判
的
に
紹
介
し
て
お
い
た
し
〈
前
掲
拙
稿
五
回
、
八
九
頁
)
、
保
坂
氏
の
論
稿
に
つ
い
て
は
後
段
で
一

括
し
て
取
扱
う
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
両
氏
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
当
時
の
イ
ギ
日
ス
産
の
羊
毛
が
輸
出
貿
易
に
お
い
て
類
を
絶
す
る
骨
骨

な
市
場
性
を
有
し
て
い
た
事
実
に
着
目
し
、
そ
れ
か
ら
近
代
化
へ
の
展
望
を
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
導
く
こ
と
に
よ
り
、
理
論
構
成
の
基
軸
に
さ
れ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
事
実
は
既
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
程
度
ま
で
一
致
し
て
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
歴
史
的
意
義

を
封
建
的
土
地
所
有
の
解
体
の
た
め
に
、
ま
た
農
民
の
小
商
品
生
産
者
と
し
て
の
向
上
・
分
解
の
た
め
に
二
義
的
に
促
進
的
な
も
の
と
し
て
論
じ
る

こ
と
に
は
、
な
お
多
大
の
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
と
に
、
こ
の
点
を
牧
羊
経
営
が
穀
物
生
産
に
比
し
て
多
く
の
労
働
力
を
必
要
と
し
な
い

と
い
っ
た
技
術
働
恥
問
題
に
関
連
さ
せ
て
使
貯
骨
骨
骨
骨
』
恥
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
そ
の
感
を
深
く
す
る
。

以
下
、
本
稿
で
の
設
問
と
行
論
に
は
、
か
か
る
分
析
視
角
へ
の
批
判
が
一
貫
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
形
で
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

十
三
世
紀
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
六



十
三
一
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
六
回

北
西
部
所
領
と
羊
毛
貿
易

ー
l
ベ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
・
リ
ス
ト
を
中
心
と
し
て
ー
ー
ー

〔

一

〕

羊
毛
輸
出
貿
易
と
北
西
部
所
領
ー
ー
と
く
に
シ
ト
l
派
教
団
所
領
を
中
心
と
す
る
宗
教
所
領
ー
ー
と
の
関
連
性
を
追
究
し
、
そ
の

固
有
の
流
通
機
構
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
ま
ず
想
起
さ
れ
る
標
準
的
な
史
料
は
い
わ
ゆ
る

ApumcHE己
d
E
E
V
で
あ
ろ
う
。

と
の
史
料
は
か
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
者
・
ゎ
ロ
ロ
ロ

E
m
E
B
が
そ
の
大
著
の

5
4司
匹
。
同
開
口

m
-
u
v
H
Z
5可
M18仏

(

1

)

 

。。

E
5
0円
。
。
の
第
一
巻
の
ア
ペ
ン
デ
ィ
ク
ス

(
D
〉
と
し
て
編
纂
・
収
録
し
て
以
来
、
当
面
の
問
題
に
関
す
る
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
史

料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
る
機
会
を
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
史
料
的
な
不
完
全
さ
に
も
拘
ら
ず
、
今
日
で
も
烏
撒
的
な
知
識
を
伝
え

う
る
唯
一
の
史
料
た
る
を
失
っ
て
い
な
い
。
本
小
論
に
お
い
て
も
、
ま
ず
こ
の
史
料
の
検
討
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
史
料
の
作
成
者
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ベ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
司

E
ロ

g
m
g
∞巳門

E
R目

pw問。
-
0
2日

い
が
、
高
名
な
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
商
人
パ
ル
デ
ィ
家
目
弓
色

は
、
詳
細
は
明
か
に
で
き
な

の
手
代
と
し
て
、
十
三
世
紀
末
葉
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
多
量

の
イ
ギ
リ
ス
産
羊
毛
を
買
占
め
、
と
れ
を
ブ
ラ
ン
ド
ル
に
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
に
供
給
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ベ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
が
ど
の

よ
う
な
目
的
で
こ
れ
を
作
成
し
た
か
は
遺
憾
な
が
ら
全
く
明
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
多
く
の
修
道
院
名
と
と
も
に
価
格
が

併
記
さ
れ
て
い
る
こ
の
史
料
の
価
値
を
著
し
く
減
殺
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
作
成
年
代
に
つ
い
て
は
正
確
で
は
な
い
ま
で
も
あ
る
程
度

ま
マ
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
編
者
カ
ニ
ン
ガ
ム
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
が
フ
ラ
シ
ド
ル
か
ら
織
布
技
術
を
導
入
し
た
一
二
五

O
年
に
近
接



(

3

V

 

だ
年
代
を
想
定
し
、

(
4
0
 

ル
ー
ト
ロ
・
肘
・
4

司

g
E
は
一
一
一
二
五
年
と
み
て
い
る
が
、
昨
年
公
表
さ
れ
た
ダ
シ
キ
ン
司
-
k
r
-
U。
己
札
口
の
研

究
で
は
、
両
者
の
ほ
ぼ
中
間
に
当
ら
時
期
、
す
な
わ
ふ
り
二
一
八
一

l
九
六
年
よ
り
も
若
干
早
い
年
代
に
作
ら
れ
た
と
い
う
考
証
が
試
み

ら
れ
て
い
る
。

史
料
は
エ
デ
ィ
ン
パ
ラ
開
門
{
山
口

σロ
話
回
同

記
録
し
、
そ
の
各
項
に
つ
い
て
は
一
様
で
は
た
い
が
そ
れ
ぞ
れ
取
引
価
格
と
年
閣
供
給
量
左
記
し
て
い
る
。
以
下
一
例
を
掲
げ
よ
う
。

A
Z
Zぴ
。
円
。
江
戸
山
ハ
Z
0
4司ぴ
0
2
H
0・
開
門
出
口
ぴ
5
m
H
H〉

E
σ
c
oロ
m
y
B
0
2
E
E
W小・
0
ロ
ω
百
三
日
同
m
H
E
R・。・
0
-
O
R
E
E常
-

ニュ

1
ボ
ト
ル

Z
O戸、
σ。江戸
σ
の
シ
ト
l
派
修
道
院
に
は
じ
ま
る
一
九
五
の
修
道
院
名
を

斗
訳
出

Z
E
V
0・
0
Pロ
ロ
。
口
mw
門日出、

g
-
E
R
E
-
u
o吋
創
出
口
。
修
道
院
一
一
ュ

I
ボ
ト
ル
。
上
質
一
サ
ッ
グ
当
り
一
四
%
マ
ー
ク
。

ハ
6
U

マ
l
ャ
。
年
間
一
ニ

O
サ
ッ
グ
。

V

中
質
九
マ

l
グ
。
劣
質
一
サ
ッ
ク
当
り
七

こ
の
ベ
ゴ
ロ
ザ
テ
ィ
の
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
修
道
院
名
は
い
う
ま
で
も
た
く
彼
れ
の
取
引
契
約
の
対
象
を
示
す
も
の
と
理
解
す

べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
州
別
の
分
布
状
況
を
イ
ン
グ
ヲ
ン
ド
に
つ
い
て
表
示
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Recorded Cases 
-
lfi 

Pegolotti's List 

38 

37 

Lincolnshire 

Yorkshire 

7 Nottinghamshire 

6 Leicestershire 

6 

6 

6 Essex 

5 

4 

4 Gloucestershire 

4 Devonshire 

4 Sussex 

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

Staffordshire 

Northamptonshire 

Oxfordshire 

Bedfordshire 

3 Cambridgeshire 

3 

3 

Cheshire 

Hampshire 

3 

3 

3 

Worcestershire 

Buckinghamshire 

Warwickshire 

50) (others 

こ
の
表
が
明
示
す
る

よ
う
に
、
外
商
ペ
ゴ
ロ

ッ
テ
ィ
の
活
躍
は
当
時

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け

Total 

る
二
大
羊
毛
生
産
地
域

た
る
リ
ン
カ
ン
シ
ャ

i

と
ヨ

I
グ
シ
ャ

I
に
極

一
六
五



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ソ
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
六
六

端
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
E
・
パ
ワ
ー
が
一
二
七
五
年
の

A
Eロロ巳

Ha問。
H
Z
V

に
基
づ
き
、
リ
ン
カ
ン
、

(
7〉

毛
商
人
が
最
も
頻
繁
に
活
動
し
た
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
も
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
史
科
の
語
る
と
こ
ろ
と
ま
さ
し
く
符
合
す

ヨ
ー
グ
の
両
州
で
羊

る
も
の
で
忘
る
。
総
じ
て
、
十
三
世
紀
当
時
イ
シ
グ
ラ
ン
?
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
羊
毛
は
、
繊
維
の
長
い
も
の
と
短
い
も
の
と
に
大

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
主
と
し
て
杭
毛
を
施
し
た
の
ち
縮
紙
す
る
こ
と
な
く
ウ
ー
ス
テ
ッ
ド
や
サ
1
ジ
に
織
り
あ
げ
ら
れ
、

ま
た
後
者
は
縮
紋
行
程
を
経
た
重
い
布
地
と
し
て
一
般
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
と
く
に
豊
か
な
牧
草
地
に
恵
ま
れ
た
コ

ー
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
。
。
宮
司

o
E由
と
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
が
生
産
の
中
心
地
帯
で
あ
り
、
後
者
は
ヨ
1
グ
シ
ャ
ー
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

(
8〉

か
け
て
展
開
す
る
峡
谷
地
特
で
生
産
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ベ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
の
活
動
が
と
の
両
州
に
集
中
的
に
な
さ
れ
た

の
も
か
か
る
事
態
を
反
映
し
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
史
料
が
提
示
す
る
特
徴
の
一
と
し
て
次
ぎ
に
シ
ト
l
教
団
所
領
の
優
位
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
史

料
に
-
記
載
さ
れ
て
い
る
修
道
院
名
は
シ
ト

I
教
団
、
ゃ
へ
、
ネ
デ
ィ
グ
ト
教
団
、
プ
レ
モ
ン
ト
レ
教
団
、
ォ
l
ガ
ス
テ
ィ
シ
教
団
等
々
の
そ

れ
を
網
羅
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
シ
ト
l
派
の
修
道
院
は
七
二
、
修
道
尼
院
一

O
と
な
り
、
総
計
一
九
五
例
の
う
ち
の
四

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
と
れ
に
た
い
し
て
ベ
ネ
デ
ィ
グ
ト
派
の
修
道
院
の
数
は
一
二
二
、

オ
l
ガ
ス
テ
ィ
ン
教
団
は
三
三
、
プ

レ
モ
シ
ト
レ
教
団
二
二
、
ギ
ル
パ

i
ト
教
団
二

O
に
な
り
、

そ
の
比
重
は
遺
か
に
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
加
え
て
後
出
の
表
に

的
に
多
い
と
い
う
事
実
を
考
慮
す
急
な
ら
ば
、

も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
。
へ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
に
た
い
し
て
年
々
最
も
多
量
の
羊
毛
を
脹
売
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
に
シ
ト
l
派
修
道
院
が
圧
倒

ハ
9
〕

シ
ト
I
派
修
道
院
の
優
位
は
さ
ら
に
加
重
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

聖
ベ
ネ
デ
ィ
グ
ト
ゥ
ス
の
本
来
の
戒
律
に
復
帰
す
る
と

〈

川

)

と
を
標
梼
し
て
ブ
ル
ゴ

1
ニ
ュ
の
シ
ト

1
2
Eロ
Mn

に
創
立
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
最
初
の
修
道
院
を
も
っ
た
の
は

こ
の
シ
ト
l
教
団
は
、

一
O
九
八
年
に
ベ
ネ
デ
ィ
グ
ト
教
団
か
ら
独
立
、



一
一
二
八
年
で
、

向
日
一
)

サ
リ
l
の
ウ
ェ
イ
ヴ
ァ
リ
1

4〈
仰
ぐ

O
己
O
M
可
に
そ
の
基
礎
を
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
以
来
、
南
部
や
ミ
ド
ラ
ン
ド
の

み
で
な
く
、
と
の
新
興
教
団
の
修
道
院
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

ウ
ェ

l
ル
ズ
の
僻
地
に
ま
で
急
速
に
設
立
さ

ヨ
I
グ
シ
ャ

l
最
大
の
牧
羊
経
営
を
誇
る
あ
の
フ
ァ
ウ
ン
ト
ゥ
ン
ス
修
道
院
は
一
一
三
二
年
に
、
ま
た
リ
1
ヴ
ォ
修
道

院
は
そ
の
前
年
に
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
一
切
一
一
五
三
年
に
は
全
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
存
在
す
る
同
教
団
の
修
道
院
は
約
五

O
を
数
え
る
ま

で
に
な
っ
て
い
情
こ
の
教
団
に
所
属
す
る
修
道
院
の
設
立
が
、

れ
て
い
っ
た
。

一
般
に
荒
蕪
地
・
森
林
地
等
へ
の
開
墾
を
契
機
と
し
て
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
は
既
に
広
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
ド
ゥ
ム
ズ
・
デ
イ
以
来
の
伝
統
的
な
封
建
的
版
図
の
埼
外
に
こ
の
教
団
が
自
己
の
設

立
の
場
を
も
と
め
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
所
領
構
造
に
独
自
の
「
非
荘
園
的
」
形
態
を
附
与
す
る
一
つ
の
重
要
な
歴
史
的
要
因
と
み
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ペ
ネ
デ
ィ
グ
ト
派
に
た
い
す
る
教
義
上
の
批
判
は
同
教
団
の
あ
の
強
力
な
農
奴
制
l
|
-た
と
え
ば
ラ
ム
ジ
l

ハ
日
〉

修
道
院
の
賦
役
制
を
想
起
せ
よ

!
iに
た
い
す
る
批
判
と
い
う
契
機
を
も
字
み
、
俗
人
修
道
士
。
。
ロ

40吋
師
三
宅
宵
0
5
2
を
中
軸
的

労
働
加
ど
す
る
シ
ト
l
派
固
有
の
所
領
経
営
を
形
成
せ
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
し
ば
し
ば
ご
括
さ
れ
た

kzgo己
主

g〉

広
大
な
直
営
地
に
お
け
る
牧
羊
経
営
が
最
も
適
合
的
な
も
の
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
識
的
H
自
覚
的
に
構
成
さ
れ
、

ま
た
半
ば
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
た
シ
ト
l
教
団
所
領
は
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
当
然
そ
の
「
非
荘
園
的
所
領
」
の
代
表
的
形
態
と

し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
領
主
直
営
地
が
全
所
領
内
に
圧
倒
的
な
比
重
を
も
っ
て
い
る
と
と
、
次
い
で
農
奴
保
有
地
が
極
端
に
小

フ
リ
ー
・
ホ
ー
ル
ド

さ
く
自
由
保
有
が
極
め
て
優
越
し
て
い
る
こ
と

l
lこ
れ
ら
が
そ
の
主
た
る
特
徴
で
あ
り
そ
の
理
由
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
ベ
ゴ
ロ
ッ

テ
ィ
の
史
料
に
『
上
質
一
五
マ

1
グ
。
中
質
九
マ

l
グ
。
劣
質
入
マ

1
グ
。
年
間
七
サ
ッ
グ
。
』
と
記
さ
れ
て
い
る
ソ
1
ト
リ
l
修
道

院
(
ω
m
H
4

『
可
ヨ
ω

巳
可
O
M
〉
国
ロ
ロ

Z
・
)
で
は
、
そ
の
ソ
l
ト
リ
l
の
ホ

l
ム
・
マ
ナ
ー
に
て
四
四

O
エ
イ
カ
l
の
直
営
地
を
有
し
な

が
ら
、
農
奴
保
有
地
は
一

O
エ
イ
カ
l
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
他
直
営
地
に
附
属
す
る
一
四
の

A
8
2
m
m
o
V
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
み
で

十
三
世
紀
イ
シ
グ
ラ
シ
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
六
七



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
六
八

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
修
道
院
管
下
の
他
の
七
つ
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
、
農
奴
保
有
地
は
総
面
積
に
し
て
も
五

O
エ
イ
カ
ー
を
出
で
ず
、

(

羽

〉

自
由
保
有
地
は
四
四
五
平
イ
カ

l
に
達
し
て
い
る
。

こ
れ
に
ひ
き
か
え
領
主
直
営
地
は
二
、

五

O
O
エ
イ
カ

l
、

コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー

は
そ
の
ほ
か
テ

l
ム
修
道
院

(
H
d
m
w
s
o
w
。
見
。
邑
印
・
)
と
ス
ト
ー
ン
レ
イ
修
道
院

a
z
E
U
H
O釘
戸

当

R
呈
の
宮
・
)
の
事
例
を
掲
げ

て
い
る
、
が
、
ベ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
が
『
寸
宮
口
。

:
:
:
P
D
D
O
D
O
色
白
日

-
m
仰の町内
HHXW門
町
5
0
u
ω
z
-
z。
宮
の

EH21日

R
F
O
(印
Z
D巴
0
5

(

幻

)

・
m
g
E
V
D
O
色白

5
・
2
2
F
O
H
}ぬ
円
山
口
口
。
・
』
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
た
場
合
、
そ
れ
ら
の
三
倍
か
ら
七
倍
の
牧
羊

経
営
を
展
開
し
て
い
た
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
ー
や
ヨ

1
グ
シ
ャ

l
の
同
教
団
所
領
で
は
、
領
主
直
営
地
の
比
重
は
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

(

1

)

こ
の
史
料
は
ベ
ゴ
ロ
ヅ
テ
ィ
の
書
、

F白
F
・2
山
口
日
可
申
ロ
伊
豆

2
2
Z
E
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
カ
ニ
ン
ガ
ム
は
そ
の
前
掲
書
の

第
一
一
一
版
以
降
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
ウ
イ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
戸
戸
巧
F
R
君
。
ロ
の
指
示
を
得
て
い
る

(
O
匂

-nz・
]yg吉
・
)
。
な
お
本
小
論
で
は
一
九
一

O
年
に
改
訂
出
版
さ
れ
た
第
五
版
所
収
の
も
の
を
用
い
る
。

(
2
)
H
P
K
F・0
0
己
己
P

Q
丘町
2
日g
m
F
E
U
-匂
R
B
E胆
田
口
晶
君
oo--ω
巳
2
Z
F
O
E
F
c
g
Eミ
・
〉
四
・
回
目
印
け
・
同

2
・〈
o
r〈
戸
主
・
ゲ

巴
g
b
b
oな
お
パ
ル
デ
ィ
家
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
丘
ゐ
白
日
目
回
目
白
ロ
印
刷
ロ
ロ
吉
目
。
ロ
白
門
戸
山
え

ωc己
主

ω丘四口口白血一

EHAMH四
国
即
時
ロ

2uw(戸

国

E
E白
吋
)
。
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
そ
の
動
静
に
関
し
て
は
、
開
・
同

5
2
z・
↓
目
白

ωC口目立山
g
D同同，
FO
回
同
三
日
出
口
仏
吋

HH白
可

2
ロN
N
目

白ロハ同吋

ZW円
吋
ロ
白
色
目
出
岡
田
毛
主

F
H出
門
戸
当
記
門
同
園
・
吉
川
の
-
d
D
4
4
日ロ(白
ι・γ
o
u・
門
戸
等
を
参
照
。

(
3
)

の己ロ

E
m
Z
B
-
O
H
y
n
F
H
U
-
B∞・

(
4
0

同・
4

ぎ
o
c
y
J円
2
E
E
B
K
Fず
ず
叩
可
申
告
且
吋
宮
君
。
。
目
、
HdH-E目・、
H
J
5
2印・
ωoロ
-HMHHE・〈。
r
H同岡山
F
5
8
h・4
・

(
5
)

ダ
ン
キ
ン
は
、
〈
一
)
チ
ェ
シ
ャ
l
の
ず
エ
イ
ル
・
ロ
イ
ア
ル
〈
色
白
河
。

E
H
に
一
つ
の
修
道
院
が
初
期
の
ダ
l
ン
ホ
ー
ル
の
僧
院
か
ら
独
立
し

た
が
、
そ
の
年
代
が
二
一
八
一
年
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
リ
ス
ト
に
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
(
二
)
同
じ
く
チ
ェ

I
シ
ャ
i
の

ス
タ

γ
ロ
ウ

2
2同
担
当
の
修
道
院
は
一
二
九
六
年
に
ラ
ン
カ
シ
ャ
l
の
ウ
ォ
l
y
l
若
宮
=
白
山
、
に
移
転
し
て
い
る
が
そ
れ
を
一
万
す
記
録
が
な
い



こ
と
、
以
上
の
二
点
を
φ

め
げ
て
作
成
年
代
を
そ
れ
ら
の
年
代
よ
り
若
干
旧
い
と
こ
ろ
と
判
断
し
て
い
る
(
ロ
O口
W
Z
L
E
P
-
H
Y
N
口・)。

(

6

)

のロロロ
E
m
E
H
F
o
u
-口広
-
h
-
S由・

(
7
)
H
V
0
4『叩
3
o
u・口広
--u・
MM-

(
8〉

p
w
F由
5
・0Hynu--UMM
・回お
i
l
A

戸

市
04『
2
・OHM-
口広
-
b
H】

-MHIM-

〈

9
)
J
F
Y
キ
γ
は
八
五
パ

I
セ
γ
ト
近
く
と
考
え
て
い
る
(
日

E
p
h・
8
。

(
叩

)
U
-
U・関口
04
ユ0
9叶，
HHO
冨
O
D世田江口

OHR目
。
片
山
口
岡
田
m
U
D且・

5
8・匂
-
S申・

(
日
)
関
口
0
4
4
H
m
p
o
u
-
n
F
h
M
M・H
a
w
M
h・叩け口・

〈
臼
〉
志
向
仏

-wOHM-29HMmwHEHFOHM-nFHY
呂町・

(
臼
)
】
川
色
何
回
開

HFOHM-
ロロ
-
b・
民
間
・
・
な
お
サ
グ
イ
ニ

1
教
団

ω
里
一
日
間
丘
、
と
の
合
体
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
修
道
院
を
除
外
す
れ
ば
、
一
一
五
三
年

ま
で
に
設
け
ら
れ
た
僧
院
は
三
六
に
な
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
二
は
す
べ
て
ウ
ェ
イ
グ
リ
I
、
F
l
ヴ
ォ
、
フ
ァ
ウ
ン
ト
ゥ
ン
ス
の
=
一
つ
の
修
道
院

を
母
体
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
(
関
口
04
ユ2
・5
広
・
込
・
区
斗
・

8
且
〉
毘

yup〉。

(
日
比
)
イ
ソ
グ
ラ
シ
ド
北
部
、
こ
と
は
ヨ

l
グ
シ
ヤ
ー
に
つ
い
て
こ
の
間
題
を
追
究
し
た
の
は
A
-
T
・
M
・
ピ
シ
ヨ
ヅ
プ
で
あ
る
。
彼
れ
は
ド
ウ
ム

ズ
デ
イ
・
サ
l
ヴ
ェ
イ
が
行
わ
れ
た
当
時
お
な
殆
ど
全
面
的
に
森
林
地
で
あ
っ
た
地
域
に
拓
か
れ
た
開
墾
村
落
を
「
非
荘
園
的
村
落
」
(
ロ

B
I
S
8
0
ユ

担
Hi--)
と
し
て
伝
統
的
な
村
落
と
区
別
し
、
こ
と
に
こ
れ
ら
の
新
し
い
開
墾
村
落
に
お
い
て
「
自
由
な
」
農
民
の
存
在
が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
彼
ら
の
形
成
す
る
「
孤
立
農
園
」
と
旧
来
の
伝
統
的
な
「
開
放
耕
地
制
」
と
の
歴
史
的
な
緊
張
関
係

ω宮
口
E
B
m
が
当
該

地
域
に
お
け
る
村
落
史
の
独
自
の
形
態
を
規
定
し
た
と
主
張
し
て
い
る
(
〉
・
吋
・
冨
・
恩
師
F
D
H
y
k
r
g恒
三
山
口
問
担
ロ
品
匹
。
。
2
4匂
吾
丘
匹
。

。
u
o口
司
目
。
E
P
開口
O戸
田
町
?
河
合
、
・
〈
OH
・〈
F
Z
0・
H・〕
5
8・
2
℃・

MMHYZ
ー
ロ
一
2
2
0・
叶
}
回
目

U
U江戸
σ丘町。口

O同
冨
担
口
Oユ
包

U
m
B町田口白

山口

5
0
〈
丘
町

O同
J

同
日
付
由
民
同
町
・
開
口
m
・
呂
田
け
-
F
W
4・M
E
M
-
E法
-
g
M】

-
H
Y
B由・
0
2・
)
。
ビ
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
「
非
荘
園
的
村
落
」
は
量
的

に
は
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
程
度
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
、
開
墾
は
本
来
農
奴
制
的
な
諸
条
件
の
成
熟
に
た
い
し
て
は
阻
止
的
な
役
割
を

果
す
も
の
で
あ
り
、
東
南
部
に
つ
い
て
も
、
開
墾
地
保
有
農
民
が
賦
役
給
付
農
民
官
官

E
門
戸
山
)
と
し
て
編
成
さ
れ
る
よ
り
、
む
し
ろ
よ
り
自
由
な

貨
幣
地
代
給
付
農
民

(
2
5
5
Z
C
と
し
て
賦
役
体
系
か
ら
解
放
さ
れ
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
る
。

(
O・
C
-
U
O口問
Z
P
ω
o
n
E
ω
け
E
n
E
2
0片

凶
器
け
冨
四
品
目
白
4曲
目
〉
ロ
m
H
U・。岡崎
O
E
ω
Z円四・
Hし
m
m
-
h
w
ω
O口・回目由け・〈
o
r
H
M
-
E
S
-
u
u・
沼
田
町
A-Lw-
玄
E

2
・
ou-nロ・
MMHYHH由!日由・

十
三
一
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
六
九



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
七

C

m
H
n
・〉

Q

な
お
後
の
註
〈
刊
日
)
参
照
。

(
日
)
え
.
2
.
Z色目印
o
p
開口

O
D
O
B山
口
。
。
口
仏
山
け
目
。
出
血
。
口
氏
g

ζ
戸ロ

0
2
0同
何
回
自
由
回
吋
〉

σσ
叩吋・

(
日
目
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
シ
ト
!
教
団
が
一
一
一
九
年
に
第
一
一
一
代
償
院
長
ハ
!
デ
ィ
ソ
グ

ω・
出
回
吋
品
目
口
聞
の
も
と
で
制
定
し
た

A
c
z
g
c
R
R月

H
U
Vが
明
示
す
る
と
こ
ろ
で
み
め
る
。
例
え
ば
関
口
ロ
呈

g
w
。H
Y
口広・
6
H
)
・
8
∞
|
忌
・
に
お
け
る
分
析
を
み
よ
。

〈
臼
)
シ
ト
l
教
団
の
入
口

05-2巳
V
に
関
し
て
は
関
口
。
君

-2・C
匂
-nFMM-R∞印
2
・
を
み
よ
o

コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
は

A
2
2
6同氏
V
を
土
地
保

布
農
民
で
な
い
と
い
う
理
由
で
「
自
由
な
労
働
力
」
と
み
な
す
見
解
に
警
告
を
発
し
、
そ
れ
が
修
道
院
の
規
律
と
い
う
経
済
外
的
な
紐
帯
に
よ
っ
て
緊

縛
さ
れ
て
い
た
点
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
(
関

2
5門戸田
-
q
h
E巴
2
・
匂
・
ロ
∞
)
。

(
日
)
例
え
ば
ノ

l
ル
ズ
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
所
領
構
造
の
簡
潔
な
精
写
を
み
よ
(
己
)
広
・
・
旬
ロ
・
ω
H
U
l
l
g
)
。
そ
の
特
徴
的
な
入
賞
白
ロ
問
。
田
町
田

g
B
V
の
展
開
と
牧
羊
経
蛍
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
ノ

l
ル
ズ
の
説
明
は
有
用
で
あ
る
公
立

p
w
g
u
-
E
w
E∞田
2
・
1

(
四
〉
の
さ
E
E
m
E
H
F
O
]
y
n泣
-
-
H
V

・岳山酔・

(
却
)
問
。
血
宮
山
口

-4・
CHM-
ロロ

-
P
L
E
-

ハ
幻
)
の
ロ
ロ
ロ

E
m
z
s
w
O℃
-nR・
h-
岳山・
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30 

r
u
nり
A
U
A
U

9】

9
“Q
4
9
-

30 

25 

向

。

戸

川

υ
内

6
9
-

1
1
4
1
1
よ
噌
i

一
一
回
目

11 

一の“
q
o
n
G

-

噌

B
4
4
E
a由

4
E
s
-

92 

9主

7~ 
7} 
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10i 

9 
11 

10 

20 

15 
17 
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Order. 

Kirkstall 

Roche .. 
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Guisborough 
ISawley 

lh均Newburgh 
Keldholme 
Easby 
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10 

4 
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。δ
ρ
O
Kリ
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8 

8 

13 

13 

12き
10き

11 

内

O

A宝

q
a

T
A
噌
上
鼻
咽

i

11 

11 

12 

7 

10 
91 

9 

9占

15 
15 

14 

15 

十
一
二
位
紀
イ
ソ
グ
ラ

γ
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

七

11 " 



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
γ
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
茎
撚

七

1¥ 

¥_j 

ベ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
の
史
料
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
は
そ
の
価
格
一
二
種
が
明
記
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
そ
の
価
格

が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
な
確
定
す
る
十
分
な
論
拠
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ペ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
領
と
定
期
購
買
契

約
ハ
後
述
)
を
絹
ん
一
戸
際
に
契
約
し
た
買
入
価
格
と
見
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

前
頁
の
表
は
ル
1
ト
が
と
の
史
料
に
一
記
載
さ
れ
て
い
る
ヨ

l
グ
シ
ャ
!
所
領
の
項
を
抽
出
し
、
比
較
対
照
の
便
宜
の
た
め
に
、
「
年
間

(

お

)

供
給
量
」
の
多
い
頒
に
排
列
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
こ
の
表
か
ら
受
け
る
印
象
は
個
々
の
価
格
が
き
わ
め
て
不
規
則

な
変
化
を
示
し
て
い
る
乙
と
で
あ
ろ
う
。

い
ま
上
質
の
羊
毛
を
例
に
と
っ
た
場
合
、

フ
ァ
ウ
ン
ト
ゥ
ン
ス
修
道
院
の
二
一
マ

I
グ
を
最

高
と
し
、

ま
た
ス
ウ
ィ
シ
へ
イ
修
道
尼
院
の
一
四
マ

i
グ
を
下
限
と
し
て
七
マ

l
グ
〔
四
時
一
回
士
山
〕
と
い
う
隔
差
の
間
を
そ
れ
ぞ
れ

占
め
て
い
る
。
こ
れ
を
他
の
州
の
事
例
を
も
加
え
て
比
較
し
た
な
ら
ば
、
二
八
マ

1
グ
の
取
引
価
格
を
示
し
た
ド
ウ
ず
ァ
修
道
院
、
テ
ィ

ン
タ
i
シ
修
道
院
が
上
限
と
な
り
、
価
格
差
は
さ
ら
に
一
四
マ

I
グ
に
開
き
上
限
と
下
限
と
で
は
ま
さ
に
二
倍
の
ひ
ら
き
生
じ
て
い
る
。

便
宜
上
他
の
州
の
所
領
に
関
す
る
記
載
事
項
を
抄
録
し
た
ル
1
ト
の
表
も
次
頁
に
示
し
て
お
く
。

こ
の
よ
う
な
取
引
価
格
の
多
様
な
変
化
を
斎
ら
し
た
要
因
は
い
か
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
か
つ
て
別
個
の
史
料
を
用
い

て
羊
毛
価
格
の
地
域
差
を
十
コ
了
回
世
紀
に
つ
い
て
検
出
し
た
る
J
-
E
・
T
・
ロ
ヂ
ャ
l

ス
H
開
・
叶
・
同

o
m
O
B
は
そ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
運
輸
費
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
れ
の
史
料
か
ら
抽
出
し
た
羊
毛
師
格
が
ヨ
I
グ
シ
ャ

i
等
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
で
比
較

的
低
廉
で
あ
っ
た
に
反
し
、

サ
ザ
ム
プ
ト
ン

ωoロ
ロ

5
5
1。
口
宏
中
心
と
す
る
南
部
や
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
地
方
で
高
く
な
っ

(

叫

)

て
い
る
傾
向
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
ペ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
の
数
字
に
も
あ
る
程
度
ま
で
妥
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
対
象
を

ヨ
l
グJ
シ
ャ

l
に
限
定
し
て
み
た
場
合
、
当
時
明
か
に
羊
毛
の
主
要
な
輸
出
港
の
一
つ
で
あ
っ
た
パ
ル
に
最
も
近
接
し
た
そ
ウ
修
道
院

の
羊
毛
価
格
、
が
一
五
マ

l
グ
と
い
う
最
低
の
水
準
に
留
ま
り
、
ベ
ニ
ソ
の
峡
谷
地
帯
の
ブ
ァ
ウ
ン
ト
ゥ
ソ
ス
修
道
院
や
カ
l
グ
ス
ト
i
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十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

ル
修
道
院
百
円

E
Z
=
の
取
引
価
格
が
二

O
マ
l

グ
以
上
と
な
っ
て
一
記
録
さ
れ
て
い
る
事
実
を
説
明

さす
らる
Jこ」
品と
質は
と不
い可
う能
条で
件あ
をる
掲。

げそ
てこ
いで
る宕ノレ

しト
カ〉 ト才

羊し
毛記同
iJ;'~ ーー

、の

個商
々人
のに
取よ
引っ
にて
際ー
し方
て的
大に
き選
な別
価さ
格れ
差た

を
う
む
ほ
ど
の
差
異
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
二
つ
の
条
件
は
い
ず
れ
も
こ
の
史
料
に
み

ら
れ
る
よ
う
な
大
き
な
価
格
差
点
乞
惹
起
し
た
規
定

的
要
因
と
考
え
る
に
は
余
り
に
も
根
拠
に
乏
し

ぃ
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
ベ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
の
史
料
か
ら

決
定
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

が
、
し
か
し
十
三
世
紀
当
時
領
主
に
よ
る
羊
毛
の

販
売
が
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
外
国
商
人
の
前
貸
契

約
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
た
事
実
が
こ
こ
で
考
慮

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
な
実
態
に
つ
い
て

は
後
段
に
お
い
て
取
扱
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、

一
七
三



十
一
二
世
把
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
七
回

こ
の
場
合
羊
毛
の
取
引
価
格
の
な
か
に
現
金
の
前
貸
に
よ
り
商
人
が
追
加
的
に
取
得
す
る
高
利
が
含
ま
れ
え
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
自
明

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
運
搬
費
・
品
質
の
優
劣
と
い
う
原
因
と
並
ん
で
高
利
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
商
人
対
領
主
の
力
関
係
も
ま
た
各
所
領
の

契
約
価
格
の
決
定
に
大
き
く
作
用
し
、
前
掲
の
よ
う
な
あ
の
不
規
則
な
価
格
差
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
担
)

4

司

SCH・0
0
・n
F
P
申・

〈お
)

H

E
仏

d
H
Y
H
0
・

(
包
)
同
・
岡
山
・
↓
・
河
C
問
。
片
田
・
〉
出
向
田
仲
0
3
1
C
片
〉
ぬ
円
山
口
Z
H
H
5
・0

出口門
H
H
M
ユ
ロ
白
印
山
口
回
口
m
H
出
口
広
・
〈
O
H
・H
-
H
∞2
・HMMY
目白
A
F

印mA-

(
お
)
名
門
o
o
f
-
匂・ロロ
-
b・
5
・

(
m
m
)

当
時
外
国
人
に
た
い
し
シ
ト
l
教
団
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
た
羊
毛
は
、
通
常
、
商
人
の
任
命
す
る
選
別
人
〈
骨
白
血
曲
目
。
の
一
方
的
な
裁
定
に
よ

っ
て
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
領
主
の
羊
毛
分
類
に
た
い
す
る
意
士
山
表
示
の
機
会
は
与
え
ら
れ
な
い
の
が
原
則
で
あ
っ
た
(
後
述
)
。
例
え
ば

ロ。ロ対日
E
-
C
M
ν

・口比一
-
w

日VH
U

・白
1
4
・

(
幻
)
当
面
の
ベ
ゴ
ロ
ヅ
テ
ィ
H
パ
ル
デ
ィ
家
に
代
表
さ
れ
る
営
み
を
「
前
期
的
資
本
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
は
既
に
何
び
と
も
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
既
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
資
本
と
し
て
の
機
能
は
「
洪
水
以
前
的
な
」
単
純
な
商
品
H
貨
幣
流
通
の
み
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
前
期
的
資
本
の
双
生
児
形
態
た
る
商
人
資
本
に
お
い
て
も
高
利
資
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
他
方
、
こ
の
こ
と
は
何
ら
か
の
共
同

体
規
制
に
第
一
次
的
に
立
脚
す
る
前
近
代
的
生
産
様
式
の
存
在
に
よ
ワ
て
与
え
ら
れ
た
「
生
産
の
気
列
」
[
[
大
塚
久
雄
氏
の
適
切
な
表
現
に
よ
れ
ぽ

『
共
同
体
の
規
制
力
の
及
ば
ぬ
一
種
の
社
会
的
真
空
地
帯
』
〈
向
「
共
同
体
の
基
礎
理
論
」
四
一
l
i

一一頁
)
lー
が
存
在
し
、
価
値
法
則
が
共
同
体
規

制
に
妨
げ
ら
れ
て
生
産
を
全
機
構
倒
的
に
包
摂
し
え
な
い
、
と
い
う
事
情
に
も
対
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
き
わ
め
て
偶
発
的
に
決
定
き
れ
る
地
域
聞
の

価
格
差
を
投
機
的
に
操
作
す
る
と
と
に
よ
っ
て
商
人
資
本
の
取
得
す
る
「
譲
渡
利
潤
」
も
、
ま
た
、
支
払
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
慢
性
的
な
不
足
に
独

自
の
地
盤
を
占
め
る
「
高
利
」
も
、
無
規
定
的
な
水
準
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
み
て
、
乙
う
し
た
前
期
的
資
本
の
両
形
態
は
し
ば

し
ば
向
一
経
営
の
内
部
に
編
成
さ
れ
、
「
譲
渡
利
潤
」
と
「
高
利
」
と
の
相
互
関
係
を
形
成
し
て
い
る
。
州
内

-
F
U同
H
W
U
担
印
刷
州
名
目
け
肺
門
・
国
血

-
F
Z・

2
r
E
u
w
E市

pis-
白
戸
大
塚
久
雄
「
近
代
資
本
主
義
の
系
譜
」
第
て
第
二
論
文
等
々
。

〈
お
)
ベ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
・
リ
ス
ト
に
は
当
面
の
価
格
記
録
の
ほ
か
に
次
の
よ
う
な
価
格
に
関
し
た
記
録
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
史
料
は



ス
コ
ヅ
ト
ラ
ン
ド
の
八
つ
の
修
道
院
に
関
す
る
購
買
記
録
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
シ
ト
I
教
団
所
領
に
つ
い
て
の
記
録
に
先
だ

っ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
去
の
O
問ロ

E
Z
(最
良
質
羊
毛
〉
3

の
項
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
一
一
の
地
名
と
と
も
に
次
の
価
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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S
-
n
H
O
(同官民む誼
h
N
)
B
R
-
H
M
g
n
n
F
0
・

口
、
一
回
目
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S
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N
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自
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ロ

官

官

E
O
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-H0
・四旨叩
N
N
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ロ
g
n
n
H
H
0
・

ロ問、吋同
g
n
F
O
(
同ぎ
.
3
3
B
R
・
5
ぷ
ロ

Z
E
r
o
-

ロ
日
〈
g
E
n
n
H
H
O
(
州、也、恥〉自白吋・

5
ぶ

g
R
H
H
0
・

U
目
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HHOロ
色
白
』
ロ
巳
品
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(
内
U
q
な
さ
色
色
白
)

B
回同.・ロ
.
g
n
n
V
0
・

こ
の
記
載
に
つ
い
て
ル

l
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
、
ま
た
は
農
村
の
市
場
に
お
け
る
最
上
質
の
羊
毛
の
取
引
価
格
を
記
し
た
も
の
と
考
え
て
い

る
G
2
p
w
切
・
∞
)
。
し
か
し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
価
格
は
比
較
的
整
一
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
史
料
の
示
す
契
約
価
格
に
比
し
て
平
均
五
マ
ー

ク
程
度
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
い
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
何
も
積
極
的
に
明
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、

た
と
え
「
前
貸
金
」
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
ま
で
相
殺
さ
れ
る
と
は
い
え
、
商
品
所
有
者
が
封
建
領
主
で
あ
る
と
い
う
身
分
的
な
(
由

g
D
2
2
5
要
因

が
み
め
る
程
度
ま
で
価
格
決
定
を
左
右
し
え
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
「
ベ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
・
リ
ス
ト
」
の
記
述
に
依
拠
す
る
と
い
う
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
視
点
を
と
っ
て
、

十
三
世
紀
後
半
に
お
け
る
修

道
院
所
領
の
羊
毛
販
売
に
つ
い
て
概
観
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
シ
ト

1
教
団
所
属
の
所
領
を
は
じ
め
と
す
ん
る
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
北
西
部
の
教
会
所
領
に
お
い
て
、
羊
毛
輸
出
貿
易
と
の
接
触
が
い
か
に
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
か
を
あ
る
程
度
ま
で
明
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
次
節
以
下
に
お
い
て
は
、
そ
の
個
々
の
具
体
的
な
姿
態
を
ヨ

1
グ
シ
ャ

l
に
お
け
る
若
干
の
事
例
に
つ

〔
以
下
次
号
〕

い
て
検
討
し
、
本
稿
所
期
の
問
題
点
に
接
近
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤

一
七
五




